平成２１事業年度業務実績　自己評価一覧
全体概況
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評価区分

平成２１年度　業務実績報告書（案）　自己評価の全体概要

合計

評価

項目数

ウエイト２

の項目数

評価

項目数

（ウエイト

反映後）

分野


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊上段はウエイト反映後の数字を示す。下段（　）内は、評価項目数を示す。
· Ⅲ以外の項目（Ⅳ：８　Ⅱ：１）
	評価
	№．
	項目
	達成度の判断理由（要旨）

	第１　府民に提供するサービスその他の業務の質の向上

	Ⅳ
	２
	救命救急センターからリハビリまで一貫した医療の提供【ウエイト２】

（急性期・総合医療センター）


	○救命救急体制の強化

・早期治療の効果を発揮すべく、１２月に二次救急告示病院の認定を取得した。さらに、本格実施に向け、救急病棟の診療スペースの設備改修や一次救急窓口の移設、二次救急・三次救急の専用窓口の開設準備など受入れ体制の整備を進める。

・　ＮＩＣＵ３床・ＧＣＵ５床を整備し、１０月から脳神経疾患を始めとする合併症妊婦の受入れに対して積極的に取り組んだ。

救急患受入れ実績

　　　項目
20年度
実績
21年度
目標値
21年度
実績
目標差
前年度差
救急車搬送受入件数（件）
3,305
　
3,877

572

ＣＣＵ（６床）

新入院患者数(人)

315

300

307
7
▲8
病床利用率(％)

85.2

―

90.6
5.4
ＳＣＵ（６床）

新入院患者数(人)

327

300

319
19
▲8
病床利用率(％)

87.8

―

90.5
2.7
○専門センターの受入れ体制の拡充

・　心臓血管センターにおいては、心臓電気生理検査システムを導入し、心房細動に対する経皮的カテーテル心筋焼灼術を積極的に行うとともに、ＲＩ（核医学診断装置）を更新し腫瘍検査、血流を把握する心臓ＳＰＥＣＴ検査・脳血流ＳＰＥＣＴ検査などの解析精度を高めた。

・　また、新たなセンター整備を進め、糖尿病代謝内科を中心とした糖尿病・生活習慣病センターを設立し、また、乳腺外科、形成外科を中心に、乳がん診療及び乳房再建医療の提供、教育研修や情報発信を行なう乳がん治療・乳房再建センターを整備した（平成２２年４月開設）。

○一貫したリハビリテーション体制

・　セラピストを救急診療科及びＳＣＵに専従させるとともに、各診療科からのオーダーによりセラピストが各診療科に赴き疾病治療と併行したリハビリテーションを行い、各患者に対して適切なリハビリテーションを円滑に提供した。

障がい者医療・リハビリテーション医療部門の患者受入れ状況

項目

20年度

実績

21年度

実績

前年度差

延入院患者数（人）

25,189

24,418

▲771

診療科の病床利用率（％）

79.4

77.0

▲2.4

病棟の病床利用率（％）

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟(49床)

84.7

91.0

6.3

障がい者等施設病棟(38床)

91.8

93.5

1.7

延外来患者数（人）

障がい者歯科

4,776

5,072

296

障がい者外来

3,269

4,216

947



	Ⅳ
	4②
	専門外来の充実（急性期・総合医療センター）
	○専門外来の整備、充実
外来患者の拡大のため、今日的課題の疾病について、専門病外来の整備を行った。
・　１１月に新たに設置した糖尿病・生活習慣病センターに、糖尿病外来（平日２診体制）及び人間ドックなどで生活習慣病を指摘された患者を対象とする生活習慣病外来（毎週水曜日）を設置した。
・　外来において専門的な緩和ケアを提供する緩和ケア外来を９月に開設した。また、１月より睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）外来を開設し、外来で検査後、ＳＡＳの疑いのある患者に対しては、金曜日夕方から１泊２日の検査入院（睡眠ポリソムノグラフィー（ＰＳＧ））を実施している。
・　平成２２年４月開設に向け整備した乳がん治療・乳房再建センターの一環として、乳腺専門外来についても、２２年度開設を目指して整備した。　
· この結果、新外来患者数は、２４，１１４人となり、前年度を１，９９０人上回った。


	Ⅳ
	９
	臨床腫瘍科及び外来化学療法室の拡充（成人病センター）
	○臨床腫瘍科の新入院患者数、外来化学療法室利用件数の状況
・　臨床腫瘍科においては、化学療法対象の入院患者の増加に伴い５月に行った病床再編で２０床から５床増床し、２５床とした。新入院患者数は５３．６人／月となり、前年度実績(３２．０人／月)を２１．６人／月上回った。また、外来化学療法室の１日平均利用件数は、５４．３人／日となり、目標値(５１．５人／日)を２．８人上回った。
区　分
20年度

実績
21年度

目標値
21年度

実績
目標値差
前年度差
臨床腫瘍科の新入院患者数（人／月）
32.0 
22.0

53.6

31.6

21.6

外来化学療法室の化学療法件数（件／日）
52.9
51.5

54.3

2.8

1.4



	Ⅳ
	１３
	心のケアの充実、在宅医療の推進【ウエイト２】
（母子保健総合医療センター）
	○ホスピタルプレイスペシャリスト等による療養支援の拡充実績
・　グループプレパレーション（心の準備）や手術室ツアーの開催等プレパレ―ション（心の準備）の取組みを進めた。また、１０歳以上の子どもと青少年のたのしむ会の開催を月１度の頻度で行った。

・　入院中の思春期の子どもが家庭を思わせるような、くつろいで他児と関わったりできる空間（部屋）「青少年ルーム」を平成２２年度設置に向け、企画を行った。
○在宅医療支援室の取組み実績
・　在宅療養への移行を円滑に進めるため、大阪府内の訪問看護ステーション対象に、８月、平成２２年３月に在宅医療研修会を開催するとともに府の長期入院児退院促進等支援事業へ参加し、長期入院児の退院促進のためのコーディネートの支援を行った。
· 在宅人工呼吸器療法に移行する患者の家族に対し、すでに同療法を開始している患者の家族から、機器の扱いや困ったときの対処法などを伝授する支援（ピアサポート）を５、６、７、８月及び平成２２年１月の計５回実施した。
　
20年度
実績
21年度目標値
21年度
実績
目標差
前年度差
在宅療養指導管理料算定実患者数
677 
630

767

137

90



	Ⅳ
	２３
	基幹災害医療センターの役割　　　　　　　　　（急性期・総合医療センター）


	○基幹災害医療センターとしての急性期・総合医療センターの取組み
・　医師４人、看護師４人、後方支援（事務員やコメディカル）３人が新たに資格を取得し、ＤＭＡＴ隊員の登録に加わり、これまでの２チームから最大４チーム（１チーム医師２人、看護師２人、後方支援１人）編成が可能となるなど体制を拡充させるとともに、ＤＭＡＴ研修について、開催される研修全てにエントリーを行い、下記のとおり職員の派遣を行った。
　　第１回近畿医療ロジスティックス研修会　５月　理学療法士１人
　　第１回総括ＤＭＡＴ研修　　　　　　 　 ７月　医師１人

  　第３回ＤＭＡＴ研修 　　　　　　　     ９月　理学療法士１人

　　ＤＭＡＴ技能維持研修    １月　医師３人　看護師３人　コメディカル１人　

　　第２回近畿医療ロジスティックス研修会　１月　理学療法士１人
　　第９回ＤＭＡＴ研修　　　　　　　　　　３月　看護師１人　事務１人
１月に実施された第４回大阪ＤＭＡＴ研修にも、医師１人　看護師１人　事務１人の職員を派遣した。
・　また、ＮＢＣ災害・テロ対策研修会を急性期・総合医療センターで１１月に開催し、災害棟３階、本館講堂、北駐車場等にて実技研修を行い、近畿の医療機関等から、医師・看護師・消防士が５０人参加し、当センターからは講師の他、医師２人、看護師１人が参加した。

	Ⅳ
	２４
	災害医療訓練、災害医療研修

（急性期・総合医療センター）
	○災害医療訓練の実施

・　災害医療訓練については、平成２１年９月８日に、午後１時１０分に上町断層を震源とする震度７の地震が発生したとの想定のもと、急性期・総合医療センターにおいて、災害拠点病院支援施設内に災害対策本部を設置し、実施した。

・　参加者　災害医療訓練　参加者数　約３００人
○大阪府地震災害対策訓練（実動訓練）の実施

・　平成２１年度の大阪府地震災害対策訓練における、患者搬送等の実動訓練を急性期・総合医療センターで次のとおり実施し、基幹災害医療センターとしての機能を十分に果たした。

訓練は、平成２２年１月１５日午前９時に上町断層を震源とする震度７の地震が起こったことを想定し、自衛隊ヘリ、ドクターヘリの協力、参加のもと、本館へリポートからの模擬患者の受け入れ、災害棟１・３階でのトリアージ、治療、搬送などの訓練を行った。急性期・総合医療センターから、医師１９人　看護師４４人　事務１３人が参加し、また他医療機関から、神戸赤十字病院ＤＭＡＴ、大阪警察病院ＤＭＡＴ、長浜赤十字病院ＤＭＡＴ、大阪医療センターＤＭＡＴのチームから１８人の参加があった。

○大阪府災害医療研修を開催

・　本館３階講堂にて、災害拠点病院としての機能を発揮するための基礎知識の習得と、机上シミュレーション訓練を実施。２月２５日、３月１１日の合計で２０１人の医療従事者が参加を得た。



	Ⅳ
	２５
	救命救急センター、がん診療
【ウエイト２】

（急性期・総合医療センター）


	○救命救急センターとしての取組み状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　救命救急センターについて、早期治療の効果を発揮すべく、１２月に二次救急告示病院の認定を取得した。病院全体の救急車搬送の受入数は、前年度を５７２件上回る３，８７７件となり受入れ患者の拡大を図った。また、三次救急入院患者は前年度を２２９人、目標を２２７人上回る１，８２９人となり、受入れ患者の拡大を図った。

○地域がん診療連携拠点病院としての取組み状況

・　地域がん診療連携拠点病院として、がん相談支援センターで１,４３０件（前年度１,１７８件）の相談を受けるなど患者相談支援機能の充実を図った。医師をはじめ、院内職員向けに緩和ケア研修をはじめとしたがん関連の研修会を開催すると共に、府民向け講座を実施した。また、６，６６５人の患者に対するがん治療を行った（前年度６,０３１人）。

○難病医療拠点病院としての取組み状況

・　難病医療拠点病院として、難病治療を行うとともに、難病医療に関する相談を受け、年間相談件数は３，２５８件となった（前年度２，２３９件）。

（参考）政策医療（急性期・総合医療センター）　　　　　　　　　　　　

区　分
20年度
実績
21年度目標
21年度実績
目標差
前年度差
救急車搬送受入件数（件）
3,305
　
3,877

572

三次救急新入院患者数（人）
1,602
1,600
1,829

229

227

ＣＣＵ新入院患者数（人）
315
300
307
7
▲8
ＳＣＵ新入院患者数（人）
327
300
319
19
▲8
エイズ新患者数　（人）
6
　
1

▲5

大阪難病医療情報センター療養相談件数（件）
2,239
　
3,258
1,019

がん治療患者数（人）
6,031
　
6,665

634

障がい者外来患者数（人）
3,269
　
4,216

947

障がい者歯科外来患者数（人）
4,776
　
5,072

296



	Ⅱ
	５
	診療科を横断する体制の構築、たばこ病外来【ウエイト２】

（呼吸器・アレルギー医療センター）


	○各科横断的な診療体制の構築とたばこ病外来の見直し状況

・　当センターの専門性を発揮し、今後の取り組むべき医療について院長をトップとする経営戦略会議で検討を重ねた結果、潜在患者が多く、受診患者が増加傾向である肺気腫や慢性気管支炎などのＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）について、外来、入院、退院後の在宅治療までの一貫した診療できる専門センター「呼吸ケアセンター」として平成２２年度に組織体制を整備することとし、その前段階として、喘息・アレルギー、結核等の総合的診断・治療の実施に向け、呼吸器内科、アレルギー内科、結核内科、臨床研究部による診療科間での入院・外来の応援体制など、各科横断的な診療体制の強化に取り組んだ。

・　たばこ病外来については、これまでの現状を踏まえ、呼吸器内科や肺腫瘍内科に直接受診する患者が多いことから、１０月から受診予約のあった患者については、通常の外来で受け入れた。

○禁煙外来の広報状況

・「肺がんコース」「ＣＯＰＤコース」に分け、府民に分かりやすいＰＲに努めた。

・　羽曳野市ふれあい健康まつり（１１月）において、新型インフルエンザ予防啓発活動とともに、ちらしの配布及び禁煙相談を実施した。（禁煙相談の実績３６件）
○たばこ病外来、禁煙外来の実績

・　関係診療科の内科系常勤医師数が１５人から１０人に減少したことなどにより、たばこ病外来の新規患者数は１件（前年度と同数）、禁煙外来の新規外来患者は８５件（対前年度　１７件減）となった。

	第２　業務運営の改善及び効率化に関する項目

	Ⅳ
	８９
	収入の確保
	○医業収益等の総括

・　各病院における新入院患者の確保や診療単価の向上の取組み等により、前年度と比較して、３１．９億円上回る５０５．５億円になり、目標値を７．２億円上回った。病院ごとにみた場合、今年度から院外処方を推進し、投薬料収入が減った精神医療センターを除く４病院で前年度実績を上回り、また呼吸器・アレルギー医療センター及び成人病センターを除く３病院で目標を上回った。


資料　５
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